
高
崎
市
新
町
公
民
館

古
典
文
学
講
座

令
和
元
年
十
月
二
日

万
葉
集
を
よ
む
～
令
和
に
ち
な
ん
で
～

第
３
回

新
町
公
民
館

大

伴

坂

上

郎

女

北

川

和

秀

御

行

○

駿
河
麻
呂

（
高
市
大
卿
）

家

持

大
伴
長
徳

旅

人

書

持

安
麻
呂

宿
奈
麻
呂

田
村
大
嬢

（
佐
保
大
納
言
）

坂
上
大
嬢

坂

上

郎

女

？

稲
公

穂
積
親
王

石
川
内
命
婦

藤
原
麻
呂

阿
曇
外
命
婦

安
倍
虫
麻
呂

①
右
、

郎

女
は
、
佐
保
大
納
言
卿
の
女
そ
。
初
め
一
品
穂
積
皇
子
に
嫁
ぎ
、

寵

び
を
う
く
る
こ
と

儔

い
ら
つ

め

さ

ほ

と
つ

う
つ
く
し

た
ぐ
ひ

な
し
。
皇
子

薨

り
ま
し
し
後
、
藤
原
麻
呂
大

夫
こ
の
郎
女
を

娉

ふ
。
郎
女
は
、
坂
上
の
里
に
家
む
。

か
む
あ
が

ま
へ
つ
き
み

つ
ま
ど

す

よ
り
て
族
氏
号
け
て
坂
上
郎
女
と
い
ふ
。
（
四
・
五
二
八
左
注
）

や

か

ら

な
づ

②
右
、
田
村
大

嬢

と
坂
上
大
嬢
と
、

并

に
右
大
弁
大
伴
宿
奈
麻
呂
卿
の

女

そ
。
卿
、
田
村
の
里
に
居

お
ほ
い
ら
つ
め

な
ら
び

む
す
め

す

む
。
号
を
田
村
大
嬢
と
曰
ふ
。
但
し
、
妹
坂
上
大
嬢
は
、
母
、
坂
上
の
里
に
居
む
、
仍
り
て
坂
上
大
嬢

な

す

よ

と
曰
ふ
。
時
に
姉
妹
諮
問
ひ
に
、
歌
を
以
ち
て
贈
答
す
。
（
四
・
七
五
九
左
注
）

と

ぶ

ら

③
右
、
坂
上
郎
女
は
、
佐
保
大
納
言
卿
の
女
そ
。
駿
河
麻
呂
は
、
こ
の
高
市
大
卿
の
孫
そ
。
両
卿
は
兄
弟

の
家
、
女
孫
姑
姪
の

族

そ
。
こ
こ
を
以
ち
て
、
歌
を
題
し
送
り
答
へ
、
起
居
を
相
問
ふ
。

う
が
ら

（
四
・
六
四
九
左
注
）



④
右
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
母
石
川
内
命
婦
と
、
安
倍
朝
臣
虫
満
の
母
安
曇
外
命
婦
と
は
、
同
居
の
姉
妹
、

む
し

ま
ろ

同
気
の

親

そ
。
こ
れ
に
よ
り
て
郎
女
と
虫
満
と
、
相
見
る
こ
と
疎
か
ら
ず
、
相

談

ふ
こ
と
既
に

密

は
ら
か
ら

う
と

あ
ひ
か
た
ら

こ
ま
か

な
り
。

聊

か

戯

れ
の
歌
を
作
り
て
問
答
を
な
す
そ
。
（
四
・
六
六
七
左
注
）

い
さ
さ

た
は
ぶ



大

伴

坂

上

郎

女

関

係

年

表

西

暦

年

号

天

皇

事

項

仮

六
九
四

持

統

八

持

統

藤
原
宮
に
遷
都

六
九
五

九

六
九
六

一
〇

１

六
九
七

文

武

元

２

六
九
八

二

文

武

３

六
九
九

三

４

七
〇
〇

四

５

七
〇
一

大

宝

元

大
宝
律
令
制
定

６

七
〇
二

二

大
宝
律
令
施
行

７

七
〇
三

三

８

七
〇
四

慶

雲

元

９

七
〇
五

二

大
伴
安
麻
呂
、
大
納
言
兼
大
宰
帥

10

七
〇
六

三

11

七
〇
七

四

12

七
〇
八

和

銅

元

元

明

但
馬
皇
女
没
。
大
伴
宿
奈
麻
呂
従
五
位
下
（

歳
以
上
）

21

13

七
〇
九

二

14

七
一
〇

三

平
城
京
に
遷
都
。
大
伴
旅
人

歳
46

15

七
一
一

四

16

七
一
二

五

古
事
記
撰
進

17

七
一
三

六

18

七
一
四

七

大
伴
安
麻
呂
没

19

七
一
五

霊

亀

元

穂
積
親
王
没
。
藤
原
麻
呂

歳
21

20

七
一
六

二

元

正

21

七
一
七

養

老

元

22

七
一
八

二

こ
の
頃
、
大
伴
家
持
生

23

七
一
九

三

24

七
二
〇

四

日
本
書
紀
撰
進

25

七
二
一

五

26

七
二
二

六

27

七
二
三

七

28

七
二
四

神

亀

元

（
大
伴
宿
奈
麻
呂

歳
以
上
）

37

29

七
二
五

二

聖

武

30

七
二
六

三

山
上
憶
良
、
こ
の
年
筑
前
守
任
官
か

31

七
二
七

四

大
伴
旅
人
、
大
宰
帥
任
官

32

七
二
八

五

旅
人
の
妻
病
死

33

七
二
九

天

平

元

長
屋
王
の
変

34

七
三
〇

二

旅
人
邸
で
梅
花
の
宴
。
大
伴
旅
人
大
納
言
任
官
帰
京

35

七
三
一

三

大
伴
旅
人
没

36



七
三
二

四

佐
保
の
宅
で
作
っ
た
歌

37

七
三
三

五

こ
の
頃
、
家
持
（

歳
位
）
初
月
の
歌

16

38

七
三
四

六

39

七
三
五

七

尼
理
願
の
死
を
悼
む
歌

40

七
三
六

八

41

七
三
七

九

藤
原
麻
呂
没
、

歳
43

42

七
三
八

一
〇

家
持
、
内
舎
人

43

七
三
九

一
一

高
円
山
で
作
っ
た
歌

44

七
四
〇

一
二

広
嗣
の
乱
。
恭
仁
京
に
遷
都
。
家
持
と
大
嬢
は
既
に
夫
婦

45

七
四
一

一
三

46

七
四
二

一
四

47

七
四
三

一
五

48

七
四
四

一
六

難
波
宮
に
遷
都

49

七
四
五

一
七

都
を
平
城
京
に
戻
す

50

七
四
六

一
八

家
持
、
越
中
守

51

七
四
七

一
九

52

七
四
八

二
〇

53

七
四
九

天
平
勝
宝
元

家
持
に
贈
る
歌
。
家
持
従
五
位
上
。
陸
奥
国
黄
金
献
上

54

七
五
〇

二

孝

謙

坂
上
郎
女
の
作
歌
年
代
の
分
か
る
最
後
の
歌

55

七
五
一

三

家
持
、
少
納
言
、
帰
京

56

七
五
二

四

東
大
寺
大
仏
開
眼

57

七
五
三

五

58

七
五
四

六

59

七
五
五

七

60

七
五
六

八

61

七
五
七

天
平
宝
字
元

62

七
五
八

二

63

七
五
九

三

万
葉
集
最
終
歌

64

【
藤
原
麻
呂
と
の
贈
答
歌
】

京
職
藤
原
大

夫
、
大
伴
郎
女
に
贈
る
歌
三
首

卿
、

諱

を
麻
呂
と
曰
ふ
そ

（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

ま
へ
つ
き
み

い
み
な

①
む
し
ぶ
す
ま
柔
や
が
下
に
臥
せ
れ
ど
も
妹
と
し
寝
ね
ば
肌
し
寒
し
も
（
四
・
五
二
四
）

な
ご

し
た

大
伴
郎
女
の
和
ふ
る
歌
四
首

こ
た

②
佐
保
河
の
小
石
ふ
み
渡
り
ぬ
ば
た
ま
の
黒
馬
の
来
る
夜
は
年
に
も
あ
ら
ぬ
か
（
五
二
五
）

く
ろ

ま

よ

③
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
河
瀬
の
さ
ざ
れ
波
止
む
時
も
無
し
わ
が
恋
ふ
ら
く
は
（
五
二
六
）

④
来
む
と
言
ふ
も
来
ぬ
時
あ
る
を
来
じ
と
言
ふ
を
来
む
と
は
待
た
じ
来
じ
と
言
ふ
も
の
を
（
五
二
七
）

⑤
千
鳥
鳴
く
佐
保
の
河
門
の
瀬
を
広
み
打
橋
渡
す
汝
が
来
と
お
も
へ
ば
（
五
二
八
）

か
は

と

う
ち

な

く



【
相
聞
】大

伴
坂
上
郎
女
の
怨
恨
の
歌
一
首

短
歌

并

せ
た
り

（
長
歌
省
略
）

う

ら

み

あ
は

①
初
め
よ
り
長
く
い
ひ
つ
つ
た
の
め
ず
は
か
か
る

思

に
会
は
ま
し
も
の
か
（
六
二
〇
）

は
じ

お
も
ひ

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
六
首
（
そ
の
う
ち
の
五
首
）

②
わ
れ
の
み
そ
君
に
は
恋
ふ
る
わ
が
背
子
が
恋
ふ
と
ふ
こ
と
は
言
の

慰

そ
（
四
・
六
五
六
）

こ
と

な
ぐ
さ

③
思
は
じ
と
言
ひ
て
し
も
の
を
朱
華
色
の

変

ひ
や
す
き
わ
が
心
か
も
（
六
五
七
）

は

ね

ず

い
ろ

う
つ
ろ

④
思
ふ
と
も

験

も
な
し
と
知
る
も
の
を
な
に
し
か
こ
こ
だ
わ
が
恋
ひ
わ
た
る
（
六
五
八
）

し
る
し

⑤
汝
を
と
吾
を
人
そ
離
く
な
る
い
で
吾
君
人
の
中
言
聞
き
こ
す
な
ゆ
め
（
六
六
〇
）

な

あ

さ

わ
が

き
み

な
か

こ
と

⑥
恋
ひ
恋
ひ
て
逢
へ
る
時
だ
に

愛

し
き
言
尽
し
て
よ
長
く
と
思
は
ば
（
六
六
一
）

う
つ
く

こ
と

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
七
首
（
そ
の
う
ち
の
二
首
）

⑦
今
は
吾
は
死
な
む
よ
わ
が
背
生
け
り
と
も
わ
れ
に
寄
る
べ
し
と
言
ふ
と
い
は
な
く
に
（
四
・
六
八
四
）

あ

い

⑧
青
山
を
横
切
る
雲
の

著

ろ
く
わ
れ
と
咲
ま
し
て
人
に
知
ら
ゆ
な
（
六
八
八
）

い
ち
し

ゑ

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

⑨
夏
の
野
の
繁
み
に
咲
け
る
姫
百
合
の
知
ら
え
ぬ
恋
は
苦
し
き
も
の
そ
（
八
・
一
五
〇
〇
）
夏
相
聞

【
九
州
で
の
作
（
妻
を
亡
く
し
た
兄
旅
人
の
た
め
に
九
州
へ
）
】

（
天
平
二
年
）
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
の
、
帥
の
家
を
発
し
上
道
し
て
、
筑
前
国
宗
形
郡
名
児
山

そ
ち

み
ち
た
ち

な

ご

や
ま

を
越
ゆ
る
時
に
、
作
る
歌
一
首

○
大

汝

少

彦
名
の

神
こ
そ
は

名
づ
け
始
め
け
め

名
の
み
を

名
児
山
と
負
ひ
て

わ
が
恋
の

お
ほ
な
む
ち

す
く
な
び
こ

な

そ

お

千
重
の
一
重
も

慰
め
な
く
に
（
六
・
九
六
三
）

ち

へ

ひ
と

へ

【
少
年
家
持
（
甥
）
と
の
交
流
】

大
伴
坂
上
郎
女
の
、
姪
家
持
の
佐
保
よ
り
西
の
宅
に
還
る
に
与
ふ
る
歌
一
首

を
ひ

い
へ

①
わ
が
背
子
が
着
る
衣
薄
し
佐
保
風
は
い
た
く
な
吹
き
そ
家
に
至
る
ま
で
（
六
・
九
七
九
）

け

き
ぬ

同
じ
坂
上
郎
女
の
初
月
の
歌
一
首

み
か
づ
き

②
月
立
ち
て
た
だ
三
日
月
の
眉
根
掻
き
日
長
く
恋
ひ
し
君
に
逢
へ
る
か
も
（
六
・
九
九
三
）

ま
よ

ね

か

け

大
伴
宿
祢
家
持
の
初
月
の
歌
一
首

み
か
づ
き

③
振
仰
け
て
若
月
見
れ
ば
一
目
見
し
人
の
眉
引
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
九
九
四
）

ふ

り

さ

み
か
づ
き

ま
よ
び
き



【
天
平
年
間
の
作
】

大
伴
坂
上
郎
女
の
、

元

興
寺
の
里
を
詠
ふ
歌
一
首
（
天
平
五
年
）

ぐ
わ
ん
ご
う

じ

う
た

①
故
郷
の
飛
鳥
は
あ
れ
ど
あ
を
に
よ
し
平
城
の
明
日
香
を
見
ら
く
し
好
し
も
（
六
・
九
九
二
）

ふ
る
さ
と

あ

す

か

な

ら

あ

す

か

よ

②

（
天
平
）
七
年
乙
亥
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
尼
理

願

が
死
去
れ
る
を
悲
し
び
嘆
き
て
作
る
歌
一
首

り

ぐ
わ
ん

み

ま

か

短
歌

并

せ
た
り

（
歌
は
省
略
）

あ
は

右
は
、
新
羅
国
の
尼
、
名
を
理
願
と
い
ふ
。
遠
く
王
徳
に
感
じ
て
聖
朝
に
帰
化
す
。
時
に
大
納
言
大
将
軍
大
伴
卿
（
安

麻
呂
）
の
家
に
寄
住
し
て
、
既
に

数

紀

を
逕
た
り
。
こ
こ
に
天
平
七
年
乙
亥
を
以
ち
て
、

忽

に
運
病
に
沈
み

あ
ま
た
の
と
し

へ

に
は
か

て
、
既
に
泉
界
に

趣

く
。
こ
こ
に
大

家
石
川
命
婦
、
餌
薬

の
事
に
依
り
て
有
間
の
温
泉
に
往
き
て
、
こ
の
喪
に
会

お
も
む

お
ほ
と
じ

に

や
く

ゆ

も

あ

は
ず
。
た
だ
、
郎
女
独
り
留
り
て
屍
柩
を
葬
送
す
る
こ
と
既
に

訖

り
ぬ
。
よ
り
て
こ
の
歌
を
作
り
て
温
泉
に
贈
り

を
は

入
る
。

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
一
首

③
酒
坏
に
梅
の
花
浮
け
思
ふ
ど
ち
飲
み
て
の
後
は
散
り
ぬ
と
も
よ
し
（
八
・
一
六
五
六
）
冬
相
聞

さ
か
づ
き

和
ふ
る
歌
一
首

こ
た

④

官

に
も
許
し
給
へ
り
今
夜
の
み
飲
ま
む
酒
か
も
散
り
こ
す
な
ゆ
め
（
八
・
一
六
五
七
）
冬
相
聞

つ
か
さ

こ

よ

ひ

右
は
、
酒
は
、
官
禁
制
し
て
い
は
く
、
京
中
の
閭
里
、
集
宴
す
る
こ
と
得
ざ
れ
。
但

し
親

親

一

二

飲
楽
す
る
は
聴
許

た
だ

は
ら
か
ら
ひ
と
り
ふ
た
り

ゆ

る

す
と
い
へ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
和
ふ
る
人
こ
の
発
句
を
作
る
。

【
娘
の
母
と
し
て
】

大
伴
宿
祢
稲
公
、
田
村
大
嬢
に
贈
る
歌
一
首

大
伴
宿
奈
麻
呂
卿
の
女
そ

い
な

き
み

①
相
見
ず
は
恋
ひ
ざ
ら
ま
し
を
妹
を
見
て
も
と
な
か
く
の
み
恋
ひ
ば
い
か
に
せ
む
（
四
・
五
八
六
）

右
一
首
、
姉
坂
上
郎
女
の
作
。

大
伴
坂
上
郎
女
、
跡
見

庄

よ
り
、
宅
に
留
ま
れ
る
女
子
の
大

嬢

に
賜
ふ
歌
一
首

短
歌

并

せ
た

と

み
の
た
ど
こ
ろ

い
へ

と
ど

む

す

め

お
ほ
い
ら
つ
め

あ
は

り

②
常
世
に
と

わ
が
行
か
な
く
に

小
金
門
に

も
の
悲
し
ら
に

お
も
へ
り
し

わ
が
児
の
刀
自
を

と
こ

よ

を

か
な

と

と

じ

ぬ
ば
た
ま
の

夜
昼
と
い
は
ず

思
ふ
に
し

わ
が
身
は
痩
せ
ぬ

嘆
く
に
し

袖
さ
へ
濡
れ
ぬ

か

よ
る

ひ
る

く
ば
か
り

も
と
な
し
恋
ひ
ば

古
郷
に

こ
の
月
ご
ろ
も

あ
り
か
つ
ま
し
じ
（
四
・
七
二
三
）

ふ
る

さ
と

反
歌

③
朝
髪
の
思
ひ
乱
れ
て
か
く
ば
か
り
な
ね
が
恋
ふ
れ
そ
夢
に
見
え
け
る
（
七
二
四
）

い
め

右
の
歌
は
、
大
嬢
の
進
る
歌
に
報
へ
賜
ふ
そ
。

お
く



大
伴
坂
上
郎
女
、
竹
田

庄

よ
り
女
子
の
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首
（
そ
の
う
ち
の
一
首
）

た
け

だ
の
た
ど
こ
ろ

む

す

め

④
う
ち
渡
す
竹
田
の
原
に
鳴
く
鶴
の
間
無
く
時
無
し
わ
が
恋
ふ
ら
く
は
（
四
・
七
六
〇
）

た
づ

【
家
持
（
甥
で
あ
り
娘
婿
で
も
あ
る
）
と
の
交
流
】

大
伴
宿
祢
家
持
、
（
天
平
十
八
年
）
閏
七
月
、
越
中
国
の
守
に
任
け
ら
え
、

即

ち
七
月
を
以
ち

ま

す
な
は

て
任
所
に
赴
く
。
時
に
、
姑
大
伴
氏
坂
上
郎
女
の
、
家
持
に
贈
る
歌
二
首

を
ば

①
草
枕
旅
ゆ
く
君
を
幸
く
あ
れ
と

斎

瓮
す
ゑ
つ
吾
が
床
の
辺
に
（
一
七
・
三
九
二
七
）

さ
き

い
は
ひ

べ

あ

と
こ

へ

②
今
の
ご
と
恋
し
く
君
が
思
ほ
え
ば
い
か
に
か
も
せ
む
す
る
為
方
の
な
さ
（
三
九
二
八
）

す

べ

姑
大
伴
氏
坂
上
郎
女
の
、
越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
に
来
贈
る
歌
二
首

を
ば

お

く

③
常
人
の
恋
ふ
と
い
ふ
よ
り
は
余
り
に
て
わ
れ
は
死
ぬ
べ
く
な
り
に
た
ら
ず
や
（
一
八
・
四
〇
八
〇
）

④
片

思

を
馬
に
ふ
つ
ま
に
負
せ
持
て
越
辺
に
遣
ら
ば
人
か
た
は
む
か
も
（
四
〇
八
一
）

か
た
お
も
ひ

お
ほ

も

こ
し

べ

や

越
中
守
大
伴
宿
祢
家
持
の
報
ふ
る
歌
、
所
心
を
并
せ
て
三
首
（
そ
の
う
ち
の
二
首
）

あ
は

⑤
天
ざ
か
る
鄙
の

奴

に
天
人
し
か
く
恋
す
ら
ば
生
け
る

験

あ
り
（
四
〇
八
二
）

あ
ま

ひ
な

や
つ
こ

あ
め

ひ
と

こ
ひ

し
る
し

⑥
常
の
恋
い
ま
だ
止
ま
ぬ
に
都
よ
り
馬
に
恋
ひ
来
ば
荷
ひ
堪
へ
む
か
も
（
四
〇
八
三
）

や

こ

に
な

あ

右
は
、
四
日
に
使
に
附
け
て
京
師
に
贈
り
上

す
。

の
ぼ

【
越
中
に
い
る
娘
へ
】

京
師
よ
り
来
り
贈
る
歌
一
首

短
歌

并

せ
た
り

あ
は

①
海
神
の

神
の

命

の

御
櫛
笥
に

貯

ひ
置
き
て

斎
く
と
ふ

珠
に
益
り
て

思
へ
り
し

吾
が

わ
た
つ
み

み
こ
と

み

く
し

げ

た
く
は

い
つ

ま
さ

あ

子
に
は
あ
れ
ど

う
つ
せ
み
の

世
の

理

と

大
夫
の

引
の
ま
に
ま
に

し
な
離
る

越
路
を
指

こ
と
わ
り

ま
す
ら
を

ひ
き

ざ
か

こ
し

ぢ

し
て

延
ふ
蔦
の

別
れ
に
し
よ
り

沖
つ
波

撓
む
眉
根

大
船
の

ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
に

面
影
に

は

つ
た

と
を

ま
よ
び
き

も
と
な
見
え
つ
つ

か
く
恋
ひ
ば

老
づ
く
吾
が
身

け
だ
し
堪
へ
む
か
も
（
一
九
・
四
二
二
〇
）

お
い

あ

あ

反
歌
一
首

②
か
く
ば
か
り
恋
し
く
し
あ
ら
ば
真
澄
鏡
見
ぬ
日
時
な
く
あ
ら
ま
し
も
の
を
（
四
二
二
一
）

ま

そ

ひ

と
き

右
の
二
首
は
、
大
伴
氏
坂
上
郎
女
、
女
子
の
大
嬢
に
賜
へ
り
。
（
天
平
勝
宝
二
年
）

む
す
め


